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第三回　区議会開会
正副議長　各種常 任委員改 選

議 長金子重 吉氏　副議長畑三 郞氏当選

第
三
回
足
立
区
議
会
(
定
例
会
)

は
去
る
四
月
三
十
日
左
の
議
事
日

程
で
開
会
さ
れ
た
、
正
副
議
長
改

選
に
つ
い
て
は
単
記
無
記
名
投
票

に
よ
り
選
挙
を
行
つ
た
結
果
左
の

通
り
当
選
し
た
。

議

長
　
　
金

子

重

吉
氏

千
住
柳
町
四
三
番
地

副
議
長
　
畑

三

郞
氏

千
住
仲
町
八
一
番
地

「
議
事
日
程

」

一
、
東
京
足
都
立
区
立
中
学
校
位

置
変
更
の
件

か
ね
て
新
築
中
で
あ
つ
た
区

立
中
学
校
の
落
成
に
伴
つ
て

左
の
通
り
位
置
が
変
更
さ
れ

た
。

区
立
第
六
中
学
校
(
新
築
)

新
位
置
　
足
立
区
本
木
町
一

丁
目
四
四
八
番
地

区
立
第
十
中
学
校
(
新
築
)

新
位
置
　
足
立
区
島
根
町
四

七
三
番
地

区
立
第
十
一
中
学
校
(
買
収
)

新
位
置
　
足
立
区
四
ツ
谷
町

一
四
七
番
地

二
、
東
京
都
足
立
区
選
挙
管
理
委

員
報
酬
費
用
弁
償
条
例
中
改
正

の
件

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
報
酬

は
従
来
月
額
五
十
円
で
あ
つ
た

が
、
こ
れ
を
出
席
の
度
に
臨
時

報
酬
と
し
て
日
額
二
百
円
を
支

給
す
る
こ
と
に
改
正
し
た

三
、
東
京
都
足
立
区
長
、
助
役
、

収
入
役
及
び
副
収
入
役
の
給
料

及
び
旅
費
条
例
中
改
正
の
件

本
件
に
つ
い
て
は
各
区
共
物
価

改
訂
、
職
員
の
賃
金
ペ
ー
ス
増

額
に
伴
い
夫
々
区
の
三
役
の
給

料
の
増
額
を
議
決
し
て
居
る
が

本
区
に
於
て
も
各
区
に
同
調
、

そ
の
増
額
を
図
る
こ
と
ゝ
し
て

今
回
左
の
通
り
議
決
を
見
た
、

処
で
こ
の
決
定
額
は
当
初
理
事

者
よ
り
の
提
案
が
各
区
に
比
し

一
部
低
額
の
向
が
あ
つ
た
の
で

区
議
会
総
務
委
員
会
で
諸
般
の

事
情
を
勘
案
し
各
区
並
に
増
額

す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
認
め

一
部
修
正
の
上
決
定
し
た
も
の

で
あ
り
議
会
に
於
て
も
此
の
決

定
通
り
議
決
し
た

区

長
　
　
　二
五

、〇
〇
〇
円

助

役
　
　
　一
八

、
〇
〇
〇
円

収

入

役
　
　一
五

、
〇
〇
〇
円

副
収
入
役
　
一
三

、
〇
〇
〇
円

四

、
議
長
選
挙
の
件

五

、
副
議
長
選
挙
の
件

六
、
監
査
委
員
選
任
に
つ
き
同
意

方
の
件

区
の
監
査
委
員
は
現
在
区
議
会

議
員
及
び
公
民
中
よ
り
各
一
名

宛
選
任
さ
れ
て
居
る
が
議
員
中

よ
り
選
任
さ
れ
て
居
る
松
岡
士

富
氏
が
今
回
退
職
、
区
長
よ
り

そ
の
後
任
と
し
て
区
議
会
議
員

遠
田
漂
治
氏
を
指
名
議
会
の
同

意
方
に
つ
い
て
提
案
が
あ
つ
た

の
で
之
に
同
意
す
る
こ
と
に
議

決
し
た

七
、
常
任
委
員
会
委
員
選
任
の
件

正
副
議
長
の
改
選
に
伴
つ
て
常

任
委
員
会
委
員
の
改
選
が
上
程

と
な
り
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
正
副
議
長
に
そ
の
指
名
方
が

一
任
さ
れ
た

、
尚
そ
の
指
名
は

時
間
の
都
合
上
当
日
指
名
が
困

難
で
あ
つ
た
為
五
月
二
日
の
議

員
総
会
に
於
て
指
名
を
行
い
更

に
同
日
各
種
常
任
委
員
会
を
招

集
委
員
長
理
事
の
互
選
を
行
つ

た
そ
の
結
果
は
別
項
の
通
り
で

あ
る

八
、
汚
水
処
分
場
設
置
反
対
並
に

糞
尿
汲
取
に
関
す
る
特
別
委
員

会
設
置
の
件

本
件
は
別
項
掲
載
の
通
り
既
に

議
員
協
議
会
に
於
て
取
上
げ
ら

れ
た
処
で
あ
る
が

、
こ
の
問
題

の
電
要
性
に
鑑
み
更
に
区
議
会

に
全
員
を
以
て
構
成
す
る
対
策

委
員
会
と
特
別
委
員
会
を
設
置

し
そ
の
具
体
的
対
策
に
進
ま
れ

た
い
旨
の
緊
急
動
議
が
提
出
さ

れ
議
会
は
満
場
一
致
で
こ
れ
を

採
択
議
長
よ
り
別
項
の
通
り
特

別
委
員
の
指
名
を
行
い
急
速
に

活
動
を
開
始
す
る
こ
と
ゝ
な
つ

た

足

立

論

壇

〝
こ
ど
も
の
日
〟

昨
年
七
月
二
十
日
施
行
さ
れ
た

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
五

月
五
日
は
「こ
ど
も
の
日
」と
定

め
ら
れ
て
い
る
、こ
の
日
は
こ
ど

も
の
人
格
を
重
ん
じ
、こ
ど
も
の

幸
福
を
は
か
る
と
共
に
母
に
感
謝

す
る
日
で
あ
り
今
年
の
五
月
五
日

は
こ
の
法
律
施
行
以
来
初
め
て
迎

え
た
「こ
ど
も
の
日
」で
。こ
の

日
か
ら
一
週
間
を
児
童
福
祉
週
間

と
し
て
全
国
に
種
々
の
行
事
が
催

さ
れ
て
い
る

児
童
の
問
題
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
の
に
今
ま
で
十
分
な
注
意
が

払

わ
れ
て
い
な
か
つ
た
　
こ
と
に

児
童
文
化
の
問
題
が
真
面
目
に
と

り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
近
年
の
こ
と

で
あ
る

子
供
に
何
か
絵
本
か
玩
具
を
与

え
よ
う
と
思
う
と
き
健
全
で
適
当

な
も
の
が
す
ぐ
見
出
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
か
、
子
供
に
劇
や
映
画
を
見

せ
よ
う
と
思
う
と
き
何
ら
心
配
な

し
に
子
供
を
連
れ
て
行
け
る
よ
う

な
も
の
が
常
に
興
行
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
、
悲
し
い
こ
と
に
私
達

は
い
つ
も
失
望
ば
か
り
感
じ
さ
せ

ら
れ
て
い
る
　
日
本
の
児
童
生
活

史
は

、
す
く
な
く
と
も
そ
の
大
多

数
で
あ
つ
た
庶
民
階
級
の
児
童
に

つ
い
て
考
え
る
限
り

、
ま
こ
と
に

苦
し
み
と
悩
み
に
充
ち
た
も
の
で

あ
り
今
日
に
於
て
も
生
活
物
資
は

い
う
ま
で
も
な
く
本
、
玩
具

、
学

用
品
な
ど
の
文
化
資
材
に
も
不
自

由
し
て
い
る
　
し
か
も
わ
が
国
で

は
文
化
の
停
滞
性
が
著
し
い
の
で

童
話
や
遊
戯
の
世
界
で
も
封
建
的

な
色
彩
が
つ
き
ま
と
つ
て
お
り
児

童
は
昔
な
が
ら
の
も
の
を
与
え
ら

れ
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
多
い
の

で
あ
る
　
こ
の
よ
う
に
児
童
に
つ

い
て
は
今
日
も
尚
苦
し
み
に
充
ち

た
時
代
で
あ
る

今
、
全
国
に
児
童
福
祉
週
間
と

し
て
催
さ
れ
て
い
る
種
々
の
文
化

的
行
事
は
勿
論
有
意
義
で
あ
ろ
う

而
し
こ
れ
が
単
に
こ
の
日
を
記
念

す
る
と
い
う
だ
け
の
思
付
に
終
る

こ
と
な
く

、
こ
れ
が
ま
す
ま
す
日

常
の
児
童
生
活
に
拡
げ
ら
れ
て
行

か
な
け
れ
ば
「
こ
ど
も
の
日

」
制

定
の
主
旨
も
児
童
福
祉
法
に
「
す

べ
て
国
民
は
児
童
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
生
ま
れ
且
つ
育
成
さ
れ

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
す
べ
て
の
児
童
は
ひ
と
し
く

そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
愛
護
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
只
一
片
の
空
文
に
過

ぎ
な
い
こ
と
と
な
る

今
ま
で
児
童
は
常
に
社
会
か
ら

お
と
な
の
世
界
か
ら
忘
れ
ら
れ
て

来
た
　
ま
た
児
童
文
化
は
正
当
な

地
位
を
与
え
ら
れ
な
か
つ
た
　
し

か
し
今
後
温
い
愛
情
を
も
つ
て
積

極
的
に
児
童
の
生
活
を
見
ま
も
り

、
児
童
が
す
く
す
く
と
生
ひ
立
つ

て
ゆ
け
る
環
境
を
つ
く
つ
て
や
る

こ
と
は
ま
さ
に
私
達
の
責
務
で
あ

る
　
私
達
は
そ
の
為
児
童
が
正
し

い
豊
か
な
、
そ
し
て
健
康
を
文
化

を
持
ち
得
る
よ
う
に
熱
意
の
あ
る

指
導
と
協
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら

な
い
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新
区
議
会
常
任
委
員

◎
印
　

委
員
長

〇
印
　

理

事

総
務
委
員
会

◎
森

敬
之
助
　

〇
日
比
谷
竹
次
郞
　

○
鯨
岡

兵

助

中
川
直
次
郞
　

岡
本

祐
海
　

鈴

木

傳
一
　

鈴
木

次
夫

内
藤
寅
三郞
　

鈴
木

英
武
　

松
岡

士
富
　

大
川

正
一

財
務
委
員
会

◎
大
神
田

貞
英
　

〇
宮

入

五

郞
　

〇
田

幡
義

雄

遠
田

漂
治
　

中
神

房
穗
　

石
井

平
彌
　

淺
古

幸
藏

遠
峯

富
次
　

疋
田

傳
八
　

大
川

正
一
　

鯨
岡

兵
輔

教
育
委
員
会

◎
藤
來

勇
　

〇
荻

原

卯

助
　

〇
荒
井

甚
兵
衛

中
山

元
一
　

中
神

房
穗
　

岡
本

祐
海
　

吉
澤
重
次
郞

鈴
木

傳
一
　

鈴
木

次
夫
　

松
岡

士
富
　

大
石

副
馬

厚
生
委
員
会

◎
鈴
木
七
郞
　

〇
遠
峯

富
次
　

〇
江
川

長

吉

中
川
直
次
郞
　
遠
田

漂
治
　
伊
藤

鶴
藏
　
石
井

平
彌

淺
古

幸
藏
　
丸
岡
光
一
郞
　
淸
水

丑
政
　
荻
原

卯
助

経
済
委
員
会

◎
千

明

正

好
　

〇
阿
出
川

信
孝
　

〇
疋

田

傳

八

中
山

元
一
　

吉
澤
重
次
郞
　

清
水

丑
政
　

内
藤
寅
三
郞

小
川

寅
一
　

大
石

副
馬
　

三
澤
新
太
郞
　
佐
久
間
治
衛
武

土
木
委
員
会

◎
新
關

正
應
　

〇
永
井

一
己
　

〇
島
崎

正
次
郞

小
宮

信
三
　
伊
藤

鶴
藏
　
宮
入

五
郞
　
日
比
谷
竹
次
郞

荒
井
甚
兵
衛
　
阿
出
川
信
孝
　
鴨
下

林
藏
　
江
川

長
吉

建
築
委
員
会

◎
野

澤

冬

藏
　

〇
小

宮

信

三
　

〇
鈴

木

英
武

田
幡

義
雄
　

丸
岡
光
一
郞
　

永
井

一
己
　

小
川

寅
一

鴨
下

林
藏
　

島
崎
正
治
郞
　

三
澤
新
太
郞
　
佐
久
間
治
衛
武

汚
水
処
分
場
設
置
反
対

特
別
委
員
会

委
員
長
　
金

子

重

吉

理

事
　
　永

井

一

己

同
　
　
　
藤

來

勇

同
　
　
　
阿

出

川

信

孝

委

員
　
　伊
藤

鶴
藏
　

森

敬
之
助
　

大
石
副

馬

荻
原
卯

助
　

日
比
谷
竹
次
郞
　

鴨

下
林
藏

新
關
正

應
　

野
澤

冬
藏
　

大
川

正
一

小
宮
信
三
　

小
川
寅
一
　

荒
井

甚
兵
衛

遠
田
漂

治
　

淺
古

幸
藏
　

佐
久
間
治
衛
武

中
神
房

穗
　

松
岡
士

富
　

丸
岡

光
一
郞

大
神
田

貞
英

屎
尿
汲
取
対
策
特
別
委
員

委
員
長
　
畑

三

郞

理

事
　
　鈴

木

次

夫

同
　
　
　
遠

峯

富

次

同
　
　
　
疋

田

傳

八

委

員
　
　中
川

直
次
郞
　

鈴

木
英
武
　
　
石
井

平

彌

鯨
岡

兵
輔
　
　
吉
澤

重
次
郞
　

内
藤

寅
三
郞

中

山

元

一
　
　
鈴

木

傳

一
　
　
鈴

木

七

郞

宮

入

五

郞
　
　
岡

本

祐
海
　
　
千

明

正

好

鳥
崎

正
治
郞
　

三
澤

新
太
郞
　

田

幡

義
雄

江
川

長
吉
　
　
淸
水
丑

政

各
種
委
員
会

四
月
八
日

△
経
済
委
員
会

昭
和
二
十
四
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
審
議

四
月
九
日

△
総
務
委
員
会

足
立
区
選
挙
管
理
委
員
報
酬
費

用
弁
償
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

審
議

四
月
十
三
日

△
厚
生
委
員
会

区
営
浴
場
賃
貸
料
に
つ
い
て
審

議
四
月
二
十
三
日

△
総
務
委
員
会

足
立
区
長
助
役
収
入
役
及
び
副

収
入
役
の
給
料
及
び
旅
費
条
例

改
正
に
つ
い
て
審
議

△
土
木
委
員
会

左
の
案
件
に
つ
い
て
審
議

1
　梅
田
排
水
場
位
置
選
定
に
つ

い
て

2
　島
根
町
東
島
根
町
小
右
衛
門

町
梅
島
町
栄
町
一
部
の
用
途

地
域
変
更
方
陳
情
に
つ
い
て

3
　南

宮
城
町
地
内
に
東
京
都
汚

水
処
分
場
設
置
案
に
つ
い
て

4
　木
橋
(
旧
東
武
鉄
道
小
菅
駅

下
)
改
築
に
関
す
る
陳
情
書

に
つ
い
て

汚
水
処
分
場
設
置

反
対
と
屎
尿
汲
取

手
数
料
問
題

議
員
協
議
会
で
審

議足
立
区
議
会
で
は
去
る
二
十
五
日

標
題
に
示
し
た
二
つ
の
重
要
案
件

外
〓
件
を
議
題
と
し
て
議
員
協
議
会

を
開
い
た
。

汚
水
処
分
場
は
都
が
区
内
南
宮
城

町
地
内
に
六
万
余
坪
の
広
大
な
敷

地
を
目
当
と
し
て
設
置
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に

該
地
の
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
区
議
会
と
し
て
は
全
面
的

に
設
置
に
反
対
満
場
一
致
で
反
対

決
議
文
を
可
決
当
局
へ
提
出
す
る

こ
と
ゝ
な
つ
た

屎
尿
汲
取
手
数
料
に
つ
い
て
は
去

る
三
月
の
都
議
会
で
い
よ
い
よ
五

月
一
日
か
ら
一
樽
に
つ
き
十
円
の

汲
取
手
数
料
を
取
る
こ
と
に
条
例

の
決
定
を
見
た
、
而
し
人
家
稠
密

す
る
都
の
中
心
地
区
と
広
大
な
農

耕
地
を
含
む
周
辺
地
区
と
で
は
屎

尿
の
処
理
事
情
は
必
ず
し
も
同
一

で
な
く
、
こ
れ
に
一
律
の
汲
取
手

数
料
を
課
す
る
こ
と
は
相
当
の
難

色
あ
る
処
で
、
本
区
の
様
に
農
民

汲
取
の
行
は
れ
て
居
る
現
況
か
ら

見
て
こ
の
条
例
を
直
ち
に
適
用
し

て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
わ
将
来
に

於
け
る
肥
料
事
情
の
好
転
を
考
慮

に
入
れ
た
と
し
て
も
可
成
り
難
か

し
い
問
題
で
あ
る
そ
こ
で
当
日
は

本
区
選
出
の
都
議
会
議
員
都
清
掃

部
長
の
出
席
を
得
て
こ
の
条
例
適

用
の
可
否
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を

行
つ
た
が
尚
充
分
研
究
の
上
後
日

決
定
す
る
こ
と
ゝ
し
て
一
応
保
留

と
な
つ
た
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出
張
所
素
描

第

四

出

張
所

〝明
る
い
区
政
は

窓

口

か

ら
〟

江
戸
時
代
参
勤
交
代
の
大
名
達
や

旅
人
が
奥
州
水
戸
方
面
え
の
往
き

復
り
の
仕
度
に
宿
泊
し
た
の
が
宿

場
千
住
で
あ
つ
た

二
丁
目
赤
門
勝
専
寺
は
当
時
大
名

達
の
本
陣
と
し
て
使
れ
て
い
た

現
在
旧
道
と
称
し
て
い
る
の
が
往

時
の
日
光
道
中
、
奥
州
道
中
で
こ

れ
か
ら
分
れ
て
水
戸
街
道
が
あ
り

常
州
水
戸
の
城
主
水
戸
光
圀
が
参

勤
交
代
の
道
中
に
鎗
を
松
に
立
て

か
け
て
休
息
さ
れ
た
と
い
う
伝
説

で
有
名
な
鎗
か
け
の
松
は
宿
外
れ

の
清
亮
寺
の
境
内
に
あ
る
が
こ
れ

は
曲
り
松
と
い
う
の
が
本
当
ら
し

い当
時
日
本
一
と
称
せ
ら
れ
た
有
名

な
骨
つ
ぎ
名
倉
(
現
在
整
形
外
科

と
し
て
も
有
名
)
も
鎗
か
け
の
松

と
共
に
昔
か
ら
の
千
住
名
物
の
一

つ
で
あ
る

こ
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
名
残
を

多
分
に
と
ゞ
め
た
所
が
第
四
出
張

所
の
管
内
で
あ
る

従
つ
て
こ
の
管
内
は
殆
ん
ど
商
店

が
大
多
数
で
足
立
区
の
繁
華
街
を

な
し
て
居
り
こ
れ
も
江
戸
時
代
よ

り
河
合
の
花

白
酒
で
有
名
な
日
本

酒
類
株
式
会
社
の
外
大
工
場
は
な

く
、
区
役
所
、
千
住
警
察
署
、
千

住
消
防
署

、北
干
住
駅
等
の
官
公

署
が
集
り
大
足
立
区
の
行
政
の
中

心
地
で
も
あ
る

こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
に
出
張

所
の
事
務
所
は
三
丁
目
氷
川
神
社

境
内
に
あ
り
鈴
木
孫
七
郞
所
長
以

下
八
名
の
職
員
が
日
々
に
笑
顔
で

区
民
に
接
し
そ
の
親
切
を
見
込
れ

伜
の
嫁
に
と
懇
望
さ
れ
た
と
い
う

朗
報
も
亦
同
僚
の
住
宅
難
に
進
ん

で
自
宅
の
一
室
を
提
供
さ
れ
た
と

い
う
職
員
も
い
る

所
長
以
下
全
職
員
が
「
明
る
い
区

政
は
窓
口
か
ら
」
を
モ
ツ
ト
ー
と

し
て
日
常
の
執
務
に
従
事
し
て
い

る
と
い
う
事
は
よ
く
所
長
の
人
格

を
反
影
し
て
い
る

五月一 日 現在
区 の 現 勢

世
帯と人

口

世
帯
　
五
九
、七
五
〇
　
前
月
よ
り
二
〇
五
世
帯
増

人
口
　
二
五
二
、
〇
四
一

男
　
一
二
七
、
六
一
六

女
　
一
二
四
、四
二
五

前
月
よ
り
二
、〇
一
六
人
増

児
童
福
祉
週
間
v

自
五
月
五
日
・
至
五
月
十
一
日

本
区
の
多
彩
な
行
事

1

、
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
宣
伝

2
、
児
童
相
談
所
開
設

週
間
中
、区
役
所
・
各
民
生
館
所

3
、
野
外
保
育
園
開
設
(

紙
芝
居

上
演
)

六
日
九
時
　
正
午
、
千
住
大
川

公
園

七
日
同
　
　

西
新
井
大
師
広
場

4
、
幻
灯
会

六
日
夕
刻
　柳
原
小
学
校

七
日
同
　
　千
寿
同

八
日
同
　
　千
寿
第
五
同

十
日
同
　
　梅
島
同

十
一
日
　
　関
原
同

5
、
児
童
福
祉
関
係
者
協
議
会

九
日
午
後
一
時
　
区
会
議
事
堂

児
童
の
愛
護
と
善
導
の
実
践
組

織
体
結
成
を
主
眼
と
す
る
各
種

児
童
関
係
者
代
表
の
協
議
会

6
、
童
話
会

九
日
午
後
一
時
　
千
住
保
育
園

同
　
　
　
　
　
　

本
木
保
育
園

7

、
保
育
園
「
母
の
会
」

八
日
午
後
一
時
　
千
住
保
育
園

十
日
　〃
　
　
　

本
木
保
育
園

8
、
里
親
会
議

十
一
日
午
後
一
時
区
会
議
事
堂

区
内
の
里
親
希
望
者
及
び
現
に

里
子
を
預
つ
て
い
る
里
親
に
よ

る
座
談
会

9
、
こ
の
外
都
内
に
も
い
ろ
い
ろ

の
も
よ
お
し
が
あ
り
ま
す

東
淵
江
民
生
事
務
所
開
設

大
谷
田
一
帯
の
地
域
は
従
来
五
兵

衛
民
生
事
務
所
管
轄
区
域
に
含
ま

れ
て
い
た
が
、
同
方
面
か
ら
五
兵

衛
事
務
所
に
行
く
に
は
省
電
を
利

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
要

保
護
者
も
民
生
委
員
も
常
に
多
く

の
不
便
を
感
じ
て
き
た
の
で
あ
る

、
一
方
又
一
昨
年
来
大
谷
田
に
都

営
の
引
揚
者
寮
が
多
数
設
置
さ
れ

る
に
及
ん
で

、
三
十
人
以
上
の
引

揚
者
が
居
住
す
る
結
果
と
な
つ
た

の
で

、
同
方
面
に
民
生
事
務
所
を

設
置
す
る
必
要
性
は
痛
感
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
都
庁
関

係
の
諒
解
も
つ
き
、
又
設
置
箇
所

に
つ
い
て
も
地
元
と
の
話
合
も
ま

と
ま
り
、
左
の
通
り
四
月
二
十
日

か
ら
開
設
し
業
務
を
取
扱
う
こ
と

と
な
っ
た

所
管
区
域
　
長
門
、
大
谷
田
、

佐
野
、
蒲
原
、上
谷
中
、北
三
谷

民
生
委
員
　
定
員
十
一
名

職
員
　
所
長
主
事
横
堀
英
位
、

所
員
主
事
高
野
山
太
郞
、
主
事

補
鈴
木
和
枝

な
お
同
地
区
内
の
要
保
護
者
は

三
月
末
現
在
で
一
四
四
世
帯
、

人
員
に
し
て
四
一
三
名
で
あ
る

憲
法
施
行
記
念
第
三
回
都
民

体
育
大
会
出
場
区
代
表
決
定

憲
法
施
行
記
念
第
三
回
都
民
体
育

大
会
は
五
月
一
日
か
ら
始
つ
た
が

本
大
会
に
区
代
表
と
し
て
参
加
す

る
選
抜
予
選
大
会
は
去
る
四
月
二

十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
行
わ
れ
各

競
技
共
日
頃
の
鍛
練
の
精
萃
を
発

揮
し
て
晴
れ
の
栄
誉
を
担
う
つ
ぎ

の
区
代
表
を
決
定
し
盛
会
裡
に
終

了
し
た

一
、
軟
式
野
球
　

新
生
ク
ラ
ブ

二
、
卓

球
　男
子
藤
野

宗
彦

濱
田

茂
穗

長
島

和
男

古
谷

淸

女
子
佐
伯

弘
子

大
武

文
代

富
澤
智
惠
子

稻
田

京
子

O
・
B
塚
田

孝

高
澤

松
雄

三
、
排

球
　男
子
足
立
専
売
局

女
子
　〃
　

〃

四

、
〃
中
等
女
子
第
六
中
チ
ー
ム

五
、
庭

球
　
　
　中
三
川
　
川
上

石
割
　
　

山
中

尾
間
　
　

岩
間

鵜
浦
　
　
秤
田

松
崎
　
　

浦
岡

六
、
陸
上
競
技
　
日
立
製
作
所

亀
有
工
場

七
、
駅
伝
競
走
　
同

同
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〝
私

達
の
区

は
私
達

の
手

で
〟

納
め
ま
し
よ
う
税
金

昭
和
二
十
四
年
度
の
都
税
と
区

税
が
近
く
出
ま
す

税
金
は
期
日
ま
で
に
は
必
ず
納

め
ま
し
よ
う

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
の
つ
く

こ
と
は
事
務
の
上
か
ら
も
、
費
用

の
点
か
ら
も
、
納
税
さ
れ
る
皆
様

に
と
つ
て
も
大
変
な
損
失
で
す

五
月
中
に
納
め
る
税
金
と

そ
の
税
率

◎
都

税

税

目
　
　税

率

家
屋
税
　

賃
貸
価
格
の
百
分
の

一
二
五

原
動
機
税

電
動
機

そ
の
他
の

原
動
機

馬
力
に
よ
つ
て
相

違
す
(
税
率
省
略
)

広
告
税

面
積
半
坪
又
は
そ
の
端
数
に
つ

き
　

三
〇
〇
円

面
積
半
坪
超
の
も
の
は
半
坪
又

は
そ
の
端
数
坪
毎
増
課

三
五
〇
円

自
動
車
税

乗
用
一
台
に
つ
き

一
八
、
〇
〇
〇
円

貨
物
一
台
に
つ
き

一
〇
、
五
〇
〇
円

事
業
用
乗
用

乗
合
一
台
に
つ
き

六
、〇
〇
〇
円

そ
の
他
一
台
に
つ

き
　七
、
五
〇
〇
円

貨
物
一
台
に
つ
き
　

八
、
五
〇
〇
円

小
型
自
動
車

自
家
用

四
輪
車
一
台
に
つ
き

七
、
五
〇
〇
円

乗
用

三
輪
車
一
台
に

つ
き
　

三
、
八
〇
〇
円

二
輪
車
　〃

貨
物
一
台
に
つ
き
　
　

四
、
八
〇
〇
円

事
業
用
一
台
に
つ
き
　
　

三
、
八
〇
〇
円

原
動
機
付
自
転
車
一
台
に
つ
き
　

一
、
五
〇
〇
円

備
考
広
告
税
の
対
照
は
建
植
看
板

野
立
看
板
、
額
面
広
告
等
で
す

◎
区

税

家
屋

税

附
加
税

本
税
一

円
に
つ

き
　
　

一
円

原
動
機
税
　
〃
　
　
　
　
　五
〇
銭

自
転
車
税
一
台
に
つ
き
　二
四
〇
円

荷
車
税

荷
車
一
台
に
つ
き

六
〇
〇
円

牛
馬
車
一
台
に
つ
き

一
、
八
〇
〇
円

舟

税

ボ
ー
卜
　
六
〇
〇
円

そ
の
他
遊
舟

一
、二
〇
〇
円

五
噸
未
満
、七
米
未
満

五
〇
〇
円

金
庫
税
　
十
立
方
デ
シ
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
　

三
〇
円

犬
税
一
頭
に
つ
き
　一
、
二
〇
〇
円

使
用
人
税
一
人
に
つ
き
　五
〇
〇
円

な
お
こ
の
他
に
月
税
と
し
て

遊
興
飲
食
税
、
入
場
税
、
露
店
事

業
税
が
あ
り
ま
す

◎
税
金
に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
は
区
役
所
税
務
課
に

お
尋
ね
下
さ
い

配

給

石
け
ん
の
登
録

石
け
ん
の
登
録
が
五
月
十
六
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る

予
定
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
最
近
各
家
庭
か
ら
登
録
の

予
約
を
と
つ
て
い
る
業
者
が
あ
る

よ
う
で
す
が
、
こ
の
予
約
は
右
の

登
録
に
は
何
等
効
力
が
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す

尚
登
録
の
と
き
は
区
役
所
の
各
出

張
所
で
所
定
の
登
録
用
紙
に
検
印

の
上
各
世
帯
主
に
夫
々
登
録
票
を

交
付
し
こ
れ
に
よ
り
登
録
す
る
こ

と
に
な
る
か
ら
御
注
意
が
願
い
た

い

み
そ
、し
よ
ゆ
う

の
登
録
替
え

一
、
登
録
期
間

五
月
六
日
―
―
十
日

二
、
方
法

一
般
消
費
者
は
右
期
間
中
に
家

庭
用
品
購
入
通
帳
を
所
轄
の
出

張
所
に
提
示
し
て
登
録
票
を
受

け
そ
の
場
で
希
望
す
る
店
の
住

所
氏
名
を
記
入
捺
印
し
て
登
録

受
付
箱
に
投
入
す
る
こ
と
(

今
回
は
直
接
店
舗
に
登
録
し

な
い
で
必
ず
出
張
所
で
投
票
す

る
こ
と
)

尚
原
則
と
し
て
数
世
帯
を
一
括

し
て
登
録
票
を
受
け
て
登
録
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
御
面

倒
で
も
夫
々
各
世
帯
毎
に
登
録

す
る
こ
と

加
工
炭
の
配
給

昭
和
二
十
四
年
度
第
一
回
加
工
炭

が
一
般
世
帯
と
三
食
外
食
世
帯
え

配
給
に
な
り
ま
す

一
、
配
給
量

煉

炭
　
　
　
　
　
　二

袋

豆

炭
　
　
　
　
　
　一

袋

炭
団
又
は
ガ
ラ
炭
　一

袋

二
、
購
人
券
(
家
庭
用
品
購
入
通

帳
)

煉

炭
　
　
　
　
　
　
C

第
3
号

豆

炭
　
　
　
　
　
　
C

第
4
号

炭
団
又
は
ガ
ラ
炭
　
C

第
5
号

三

、
配
給
方
法

購
入
券
に
希
望
す
る
品
目
及
数

量
を
世
帯
員
数
欄
に
記
入
捺
印

し
出
張
所
の
検
印
を
受
け
て
加

工
炭
小
売
店
舗
に
申
込
む

四

、
配
給
期
間

六
月
三
十
日
限
り

な
お
昭
和
二
十
三
年
度
第
四
回
加

工
炭
の
配
給
は
四
月
三
十
日
で
打

切
り
ま
し
た

広

告

料
の

割
引

今
回
広
告
掲
載
長
期
契
約
の
ご
便
宜
の
た
め
広
告
料
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
割
引
い
た
し
ま
す

割

引

料

金

一

覧

表


